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Ⅶ　坂
さ か

城
き

町の歩み（年
ね ん

表
ぴょう

）
年代 町内のできごと 国内のできごと

旧
石
器
時
代

　　30000

～ 12000 前 このころ保
ぼ

地
ぢ

遺
い

跡
せき

で狩りが行われる。

野
の

尻
じり

湖
こ

周
しゅう

辺
へん

にナウマン象
ぞう

やオオツノジカが

生
せいそく

息する。狩
か

りが行われる。

岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

（群
ぐん

馬
ま

県
けん

）

縄　

文　

時　

代

草
そうそう

創期
き

 12000

～ 9000 前

早
そう

期
き

　 9000

～ 6000 前

前
ぜん

期
き

　 6000

～ 4500 前

中
ちゅう

期
き

  4500

～ 3500 前

後
こう

期
き

 　3500

～ 2500 前

晩
ばん

期
き

　 2500

～ 2000 前

和
わ

平
だいら

、平
ひらさわ

沢周
しゅう

辺
へん

に人が住み始
はじ

める。

込
こみやま

山遺跡にムラができる。

込山遺跡にムラができる。

込山遺跡にムラができる。

保地遺跡にムラができる。

このころから保地遺跡で多くの土器や石
せ っ き

器が使

われる。

東
ひがし

裏
うら

遺跡で土器や石器が使われる。

岩
いわかげ

陰や洞
どうくつ

窟に住
す

む。土
ど き

器・弓
ゆみ

矢
や

の使
し

用
よう

が開
かい

始
し

。

北
きた

相
あい

木
き

村
むら

栃
とちはら

原岩
いわ

陰
かげ

遺跡に人が住む。

長野県諏
す わ

訪郡
ぐん

原
はらむら

村阿
あ

久
きゅう

遺跡

尖
とがり

石
いし

・井
い ど

戸尻
じり

遺跡など八
やつがたけ

ヶ岳周辺に大
だい

集
しゅう

落
らく

が

できる。

東
とう

京
きょう

都
と

大
おおもり

森貝
かいづか

塚

松本市エリ穴
あな

遺跡

小
こ

諸
もろ

市氷
こおり

遺跡

弥　

生　

時　

代

前期　 2000 前

～１世紀

中期　1･2 世紀

後期　3世紀

込山（社
しゃ

宮
ぐ

神
じん

）遺跡にムラができる。

宮
みやうえ

上遺跡（現
げん

坂
さか

城
き

中
ちゅう

学
がっこう

校）にムラができる。

塚
つか

田
だ

遺跡に大きなムラができる。

塚田遺跡周辺で水
すいでん

田が作られ始める。

宮上・込山にムラができる。

佐
さ が

賀県吉
よし

野
の

ケ
が

里
り

遺跡

静
しずおか

岡県登
と

呂
ろ

遺跡

このころ、邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女
じょおう

王卑
ひ み こ

弥呼が中
ちゅう

国
ごく

に使
つか

いを送
おく

ったとされる。

千
ち

曲
くま

川
がわ

流
りゅう

域
いき

が箱
はこ

清
し

水
みず

文
ぶん

化
か

圏
けん

となる。

古　

墳　

時　

代

前期　4世紀

中期　5世紀

後期　6世紀

　　　

7世紀

寺
てらうら

浦遺跡にムラができ始めたとされる。

東
ひがしっぴら

平古墳が造
つく

られる。

青
あお

木
き

下
した

遺跡でおまつりが始まる。

御
みくりや

厨社
しゃ

古墳が造られる。

東裏遺跡に玉
たま

造
つく

り工
こうぼう

房ができる。

谷
や

川
がわ

、御
み

堂
どう

川、福
ふくざわ

沢川、出
いで

浦
うらさわ

沢川沿
ぞ

いに古墳が

造られる。

宮上遺跡（現坂城中学校）にムラが広がる。

千
ち

曲
くま

市森
もり

将
しょう

軍
ぐん

塚
づか

古墳が造られる。

大
おおさか

阪府
ふ

大
だいせん

仙古墳（仁
にんとくてんのう

徳天皇陵
りょう

）が造られる。

このころ仏
ぶっ

教
きょう

が伝
でんらい

来する。

このころ住
じゅうきょない

居内が炉
ろ

からカマドに変
か

わる。

飛　

鳥　

時　

代

青木下遺跡で大きなおまつりが行われる。

坂
さか

城
き

郷
ごう

、村上郷ができる。

593　聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が推
すい

古
こ

天皇の摂
せっ

政
しょう

となる。

645　大
たい

化
か

の改
かいしん

新が起
お

こる。
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奈　

良　

時　

代
748（天

てん

平
ぴょう

20）

寺浦・上町・宮上・東裏遺跡に集落ができる。

村
むら

神
かみ

（上）郷の名が、正
しょう

倉
そう

院
いん

文
もんじょ

書に見える。

710　奈
な ら

良に都が造られる。

712　古
こ じ き

事記がつくられる。

741　国
こくぶん

分寺
じ

・国
こくぶん

分尼
に じ

寺建
こんりゅう

立の詔
みことのり

が出る。

752　東
とうだい

大寺
じ

大
だいぶつ

仏が造られる。

平　
　
　
　

安　
　
　
　

時　
　
　
　

代

799（延
えん

暦
りゃく

18）

888（仁
にん

和
な

 4）

927（延
えん

長
ちょう

 5）

931（承
しょう

平
へい

元）

1094（嘉
か

保
ほう

元）

1157（保
ほうげん

元 2）

1183（寿
じゅ

永
えい

 2）

1184（元
げん

暦
りゃく

元）

1190（建
けん

久
きゅう

元）

前
さき

部
べ

黒
くろ

麻
ま ろ

呂が村
むらかみ

上姓
せい

を名のる。

寺浦・上町・宮上・東裏遺跡に集落ができる。

このころ土
ど い

井ノ
の

入
いり

窯
ようせき

跡で、瓦
かわら

が焼
や

かれる。

込山（現坂城小学校）周辺に寺（込山廃
はい

寺
じ

）が

造られる。

千曲川の氾
はんらん

濫で多くの水田が埋
まいぼつ

没する。

坂城神
じんじゃ

社の名が、延
えん

喜
ぎ

式
しき

に記
き

載
さい

される。

坂城・村上郷が和
わ

名
みょうしょう

抄に記載される。

町
まち

横
よこ

尾
お

・島
しま

遺跡にムラができる。

源
みなもとの

盛
もり

清
きよ

が流
なが

され、信
しな

濃
の

村
むらかみ

上氏
し

の祖
そ

となる。

定
じょう

西
さい

、北
きた

日
ひ な

名経
きょう

塚
づか

に青
せいどうせい

銅製経
きょう

筒
づつ

を埋
まい

納
のう

したとさ

れる。

村上信
のぶ

国
くに

、木
き そ

曽義
よし

仲
なか

とともに京都を警
けい

護
ご

する。

村上基
もと

国
くに

、源義
よしつね

経の家
け

来
らい

として一
いち

の谷
たに

で活
かつ

躍
やく

す

る。

村上頼
より

時
とき

、源頼
より

朝
とも

の家来として戦う。

794　京
きょう

都
と

に都が造られる。

805　最
さい

澄
ちょう

が天
てんだい

台宗
しゅう

を伝
つた

える。

806　空
くうかい

海が真
しんごん

言宗
しゅう

を伝える。

894　遣
けんとう

唐使
し

を廃
はい

止
し

する。

1016　藤
ふじわらの

原道
みちなが

長が摂政となる。

1017　藤原道長が太
だ

政
じょう

大
だいじん

臣となる。

1086　院
いんせい

政が開
かい

始
し

される。

1156　保
ほうげん

元の乱
らん

が起こる。

1159　平
へい

治
じ

の乱が起こる。

1167　平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が太政大臣となる。

1184　一の谷の戦
たたか

いが起こる。

1185　平
へい

氏
し

が滅
ほろ

びる。

鎌　

倉　

時　

代
1333（元

げんこう

弘 3）

このころ薩
さつ

摩
ま

氏、坂木の地
じ

頭
とう

となる。

村上義
よしてる

光、義
よし

隆
たか

が吉
よし

野
の

山
やま

で討
う

ち死
じ

にする。

1192　源　頼朝が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる。

1221　承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

が起こる。

1274　元
げんぐん

軍の襲
しゅうらい

来（文
ぶんえい

永の役
えき

）が起こる。

1281　元軍の襲来（弘
こうあん

安の役）が起こる。

1332　護
もりよし

良親
しんのう

王が挙
きょへい

兵する。

1333　鎌
かまくら

倉幕
ばく

府
ふ

が滅びる。

南　

北　

朝　

・　

室　

町　

1335（建
けん

武
む

 2）

1384（元
げん

中
ちゅう

元）

1387（至
し

徳
とく

 4）

1400（応
おう

永
えい

 7）

1440（永
えい

享
きょう

12）

村上信
のぶ

貞
さだ

、信濃惣
そう

大
だい

将
しょう

として、地頭の薩摩氏を

破
やぶ

る。

このころ村上義国が村上から坂木に移り、葛
かつら

尾
お

城
じょう

を築
きず

いたとされる。

村上頼
より

国
くに

、信
しな

濃
の

守
しゅ

護
ご

所
しょ

（平
ひら

芝
しば

）を攻
せ

める。

村上満
みつのぶ

信、信濃守護小
お

笠
がさわら

原長
ながひで

秀を大
おうとう

塔合
かっせん

戦で破
やぶ

る。

村上頼
より

清
きよ

軍
ぐん

、結
ゆう

城
き

合戦に加
くわ

わる。

このころ村上頼清、小笠原政
まさ

康
やす

と対
たいこう

抗する。

1334　建
けん

武
む

の新
しんせい

政が起こる。

1335　南
なんぼく

北朝
ちょう

の内
ないらん

乱が始まる。

1338　足利尊
たかうじ

氏が征夷大将軍となる。

1387　足利義
よし

満
みつ

が幕府を室
むろまち

町に移す。

1392　南北朝が一つになる。
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戦　

国　

・　

安　

土　

・　

桃　

山　

時　

代

1466（文
ぶん

正
しょう

元）

1548（天
てんぶん

文17）

1550（天文 19）

1553（天文 22） 

1561（永
えい

禄
ろく

４）

1573（天
てん

正
しょう

元）

1582（天正 10）

1583（天正 11）

1600（慶
けい

長
ちょう

 5）

村上政
まさ

清
きよ

、高
たか

井
い

郡
ぐん

井
いのうえ

上氏
し

と戦う。

このころから村上氏の勢
せい

力
りょく

が強くなる。

開
かい

畝
ぜ

で製
せいてつ

鉄（開畝製鉄遺跡）が行われたとされる。

村上義
よし

清
きよ

、上
うえ

田
だ

原
はら

で武
たけ

田
だ

晴
はる

信
のぶ

（信
しん

玄
げん

）を破る。

村上義清、再
さい

度
ど

、砥
と

石
いし

（戸
と

石
いし

）城
じょう

で武田晴信を破る。

村上義清、武田軍に敗
やぶ

れて、葛尾城が落ち、越
えち

後
ご

に逃
のが

れる。

川
かわなかじま

中島合
がっせん

戦で村上義清、長
なが

尾
お

景
かげ

虎
とら

（上
うえすぎ

杉謙
けん

信
しん

）

の先
せんぽう

鋒として出
しゅつじん

陣したとされる。

村上義清が越後で亡
な

くなったとされる。

坂木・村上が信長の支
し

配
はい

下
か

となる。

義清の子景
かげ

国
くに

が海
かい

津
づ

城
じょう

代
だい

となる。

景国が海津城から越後に戻
もど

される。

森
もり

忠
ただ

政
まさ

、川中島四
よんぐん

郡の内、13万
まんごく

石を拝
はい

領
りょう

し、坂木・

村上郷が支配される。

1467　応
おうにん

仁の乱が起こる。

1559　武田信玄ほぼ北信地区を支配する。

1560　桶
おけ

狭
は ざ ま

間の戦いが起こる。

1568　織
お

田
だ

信
のぶなが

長、足利義
よし

昭
あき

を奉
ほう

じ入
にゅうらく

洛する。

1573　室町幕府が滅びる。

1575　長
ながしの

篠の戦いが起こる。

1582　武田氏が滅びる。本
ほんのう

能寺
じ

の変
へん

が起こる。

1585　豊
とよとみ

臣秀
ひで

吉
よし

が関
かんぱく

白になる。

1600　関
せき

ヶ原
はら

の戦いが起こる。

江　
　
　
　
　

戸　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　

代

1603（慶長 8）

1612（慶長 17）

1615（元
げん

和
な

元）

1618（元和 4）

1637（寛
かんえい

永14）

1688（元
げんろく

禄元）

1738（元
げんぶん

文 3）

1742（寛
かん

保
ぽう

 2）

1759（宝
ほうれき

暦 9）

1767（明
めい

和
わ

 4）

1771（明和 8）

1772（安
あんえい

永元）

1774（安永 3）

1775（安永 4）

1799（寛
かんせい

政 11）

1829（文
ぶんせい

政 12）

1833（天
てんぽう

保 4）

1841（天保 12）

1853（嘉
か

永
えい

 6）

坂木宿が北
ほっこく

国往
おうかん

還駅
えき

となる。

六
ろくかごう

ヶ郷用
ようすい

水が改
かい

修
しゅう

される。

このころ中之条用水堰
せき

ができたとされる。

坂木、中之条、南条村の金
かな

井
い

、横
よこ

尾
お

が幕
ばく

府
ふ

の直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

（天
てん

領
りょう

）となる。

松代藩の私
し

宿
じゅく

として鼠
ねずみ

宿
じゅく

、新
しん

地
ち

が成
せいりつ

立する。

鼠宿に口
くちとめ

留番
ばんしょ

所が置
お

かれる。

松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

更
さらしな

科紀
き

行
こう

の途
と

中
ちゅう

、坂木に泊
と

まる。

千曲川の水
すいがい

害により、430 人が死
し

亡
ぼう

する。

千曲川の大
だいこうずい

洪水が起こる。

大
おおくさ

草代
だいかん

官、千曲川の堤
ていぼう

防普
ぶ

請
しん

を行う。

坂木陣
じん

屋
や

が引
ひ

き払
はら

われる。

坂木陣屋が焼
しょうしつ

失する。

仮
かり

御
ご

用
よう

場
ば

が中之条村に設
せっ

置
ち

される。

児
こ

玉
だま

秀
しゅう

雪
せつ

らが寺
てら

子
こ

屋
や

をつくる。

横
よこぶきざか

吹坂に芭蕉句碑が建てられる。

中之条陣屋が建てられる。

坂木宿の大火により本
ほんじん

陣類
るいしょう

焼する。

歌
か

人
じん

沓
くつかけ

掛仲
なか

子
こ

死す。

宮原家再
さいけん

建され、加
か

賀
が

藩
はん

の本陣を交代で勤
つと

める。

常
じょう

山
ざん

隄
てい

を造り始める。

稲
いな

玉
だま

徳
とく

兵
べ え

衛、日
ひ

名
な

山などの開
かいこん

墾に着
ちゃくしゅ

手する。

1603　徳
とくがわ

川家
いえやす

康が江
え ど

戸幕
ばく

府
ふ

を開
ひら

く。

1615　武
ぶ け

家諸
しょ

法
はっ

度
と

が作られる。

1622　真
さな

田
だ

信
のぶゆき

之が松
まつしろ

代に入る。

1635　参
さんきん

勤交
こうたい

代の制
せい

度
ど

が始まる。

1637　島
しまばら

原の乱が起こる。

1716　享
きょうほう

保の改
かいかく

革（徳川吉
よしむね

宗による）。

　　　このころ国
こくがく

学が起こる。

1769　�上田藩
はん

士
し

加
か

舎
や

白
しら

雄
お

が姨
おばすて

捨山
やま

に芭蕉句
く

碑
ひ

を建
た

てる。

1774　解
かいたい

体新
しんしょ

書が作られる。

1783　浅
あさ

間
ま

山
やま

の大
だい

噴
ふん

火
か

で鬼
おに

押
お

し出しができる。

1787　寛
かんせい

政の改革（松
まつ

平
だいら

定
さだのぶ

信による）。

1825　異
い

国
こく

船
せん

打
う

ち払
はら

い令
れい

が出される。

1827　小
こ

林
ばやし

一
いっ

茶
さ

死す。

1833　天
てんぽう

保の大ききんが起こる。

1841　天保の改革（水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

による）

1853　ペリーが浦
うら

賀
が

に来る。
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江
戸
時
代

1863（文
ぶん

久
きゅう

 3）

1865（慶
けいおう

応元）

甘
あま

利
り

代
だいかん

官が生きながら神
かみ

に祀
まつ

られる。

岩
いわばな

鼻往
おうかん

還の工
こう

事
じ

が行われる。

1856　二
にのみや

宮尊
そん

徳
とく

死す。

1867　大
たいせい

政奉
ほうかん

還、王
おうせい

政復
ふっ

古
こ

の大
だいごうれい

号令が出る。

明　
　
　
　
　

治　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　

代

1872（明
めい

治
じ

 5）

1873（明治 6）

1874（明治 7）

1875（明治 8）

1877（明治 10）

1878（明治 11）

1881（明治 14）

1886（明治 19）

1888（明治 21）

1889（明治 22）

1904（明治 37）

1910（明治 43）

1912（明治 45）

稲
いな

玉
だま

徳
とく

兵
べ

衛
え

死す。

格
かく

致
ち

学校、坂木学校、金井学校、精
せい

成
せい

学校、六
ろく

郷
ごう

学校が開
かいこう

校する。

上
うわ

平
だいら

村、小
お

網
あみ

新
しんでん

田村が合
がっぺい

併し、上平村となる。

村上学校ができ六郷学校から分かれる。

五明学校ができ、六郷学校から分かれる。

鼠宿・新地・金井・横尾が合併し、南
みなみ

条
じょう

村となる。

横
よこぶき

吹新
しんどう

道が完
かんせい

成する。

格致学校校
こうしゃ

舎が新
しんちく

築完成する。明治天皇北
ほくりく

陸巡
じゅん

幸
こう

。

村上小学校が新築される。

坂木村を坂城村と改
あらた

める。坂城小学校となる。

南条学校、中之条学校が合併し、南条小学校と

なる。

安
あ

形
がた

学校と校名が変わる。

信
しんえつ

越鉄
てつどう

道坂城停
ていしゃ

車場
じょう

（坂城駅）が開
かいぎょう

業する。

南条小学校と中之条小学校に分かれる。

上五明村、上平村、網
あみ

掛
かけ

村が合併し、村上村が

できる。

坂城村から坂城町となる。

組
くみ

合
あい

立
りつ

埴
しょく

南
なん

農
のう

蚕
さん

学校が開校する。

坂城町に初
はじ

めて電
でんとう

灯が灯
とも

る。

旧
きゅう

坂木宿本陣、表
おもてもん

門を残
のこ

して焼失する。

1868　明
めい

治
じ

維
い

新
しん

となる。

1871　廃
はいはん

藩置
ち

県
けん

となる。

1872　学
がくせい

制が発
はっ

布
ぷ

される。

1873　徴
ちょう

兵
へい

令
れい

、地
ち そ

租改
かいせい

正条
じょう

例
れい

が出される。

1877　西南戦争が始まる。

1889　大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
ていこく

国憲
けんぽう

法が発布される。

1893　信
しんえつ

越線
せん

が全
ぜんめん

面開
かいつう

通する。

1894　日
にっしん

清戦
せんそう

争が起こる。

1900　このころ「信
しな

濃
の

の国」が歌われ始める。

1904　日
にち

露
ろ

戦争が起こる。

1907　小学校義
ぎ む

務教育が６ヶ年となる。

大　

正　

時　

代

1912（大
たいしょう

正元）

1916（大正 5）

1921（大正 10）

1923（大正 12）

このころ養
ようさん

蚕が盛んになり、小学校に養蚕休
きゅうぎょう

業

（かいこ休み）ができる。

このころ足
あし

踏
ぶ

み脱
だっこく

穀機
き

が出回る。

南条小学校の火
か

災
さい

で中
なかじま

島仲
なか

重
じゅう

が殉
じゅんしょく

職する。

坂城・上
かみ

山
やま

田
だ

線と坂城・停車場線が県
けんどう

道となる。

1914　第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たいせん

戦が始まる。

1918　米
こめ

騒
そうどう

動が起こる。

1923　関
かんとう

東大
だいしんさい

震災が起こる。

1925　普
ふ

通
つう

選
せんきょ

挙法
ほう

が公
こ う ふ

布される。

昭　

和　

時　

代

1927（昭
しょう

和
わ

 2）

1928（昭和 3）

1933（昭和 8）

青い目の人形が坂城・南条・村上小学校へ贈
おく

ら

れる。

昭
しょう

和
わ

橋
ばし

が開通する。

県道長野上田線が整
せい

備
び

される。

1928　第１回普通選挙が実
じっ

施
し

される。

1931　満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

が起こる。
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昭　
　
　
　
　

和　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　

代

1936（昭和 11）

1938（昭和 13）

1941（昭和 16）

1944（昭和 19）

1947（昭和 22）

1948（昭和 23）

1950（昭和 25）

1951（昭和 26）

1954（昭和 29）

1955（昭和 30）

1956（昭和 31）

1957（昭和 32）

1959（昭和 34）

1960（昭和 35）

1962（昭和 37）

1963（昭和 38）

1964（昭和 39）

1965（昭和 40）

1968（昭和 43）

1970（昭和 45）

1971（昭和 46）

1972（昭和 47）

1973（昭和 48）

1974（昭和 49）

1976（昭和 51）

1977（昭和 52）

1978（昭和 53）

1979（昭和 54）

1980（昭和 55）

1981（昭和 56）

村上地区で花
か き

卉栽
さいばい

培が始まる。

集
しゅうだん

団勤
きんろう

労奉
ほう

仕
し

が始まる。

小学校が国
こくみん

民学校となる。

宮
みや

野
の

鑢
やすり

工
こうじょう

場を坂城に誘
ゆう

致
ち

する。

学
がくどう

童疎
そ

開
かい

の受
う

け入れを行う。

新
しんせい

制中学校が発
ほっそく

足する。

坂城警
けいさつ

察署
しょ

が開
かい

署
しょ

する。農
のうぎょう

業協
きょうどう

同組
くみあい

合が創
そうりつ

立さ

れる。

公
こうみんかん

民館が設置される。

南条村・中之条村の組合立小・中学校が発
ほっそく

足する。

南条小学校で完
かんぜん

全給
きゅう

食
しょく

が開始される。

坂城町、南条村、中之条村が合併して坂城町と

なる。町章が決まる。

坂城町役
やく

場
ば

庁
ちょう

舎
しゃ

が現
げんざい

在地
ち

で開
かい

庁
ちょう

する。

坂城町工場誘致条
じょうれい

例を作る。

坂城小学校北校舎が焼失する。四ツ屋にごみ焼
しょう

却
きゃく

場
じょう

ができる。

坂城町へ村上村が編
へんにゅう

入合併する。

町内３小学校にプールが完成する。

統
とうごう

合坂城中学校が開校する。

宮
みやいり

入昭
あき

平
ひら

（後の行
ゆきひら

平 )氏、鈴
すず

木
き

直
なおぞう

三氏、名
めい

誉
よ

町

民となる。

宮入昭平刀匠、重
じゅう

要
よう

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

（人
にんげん

間国
こくほう

宝 )に

指
し

定
てい

される。

満
まんせん

泉寺
じ

の石
せきぞう

造釈
し ゃ か

迦如
にょらい

来坐
ざ ぞ う

像が県
けん

宝
ぽう

に指定を受け

る。

大
たいぼう

望橋
ばし

が造られる。

産
さん

業
ぎょう

道
どう

路
ろ

１号
ごう

線
せん

（前
まえざわ

沢～保
ほ ぢ

地まで )開
かいつう

通する。

坂城スタンプ組合、葛尾衛
えいせい

生施
し

設
せつ

組
くみあい

合ができる。

坂城町文化センター体
たいいくかん

育館が完成する。

坂城町文化センター（福
ふ く し

祉センター）が完成する。

前
まえやま

山古墳群
ぐん

の発
はっくつ

掘調
ちょう

査
さ

が行われる。

学校給食センターが完成する。

上五明に全国で初めてバラハウス団
だん

地
ち

が完成す

る。

老
ろうじん

人福祉センター（夢
ゆめ

の湯
ゆ

) が完成する。

旧格致学校校舎が県宝に指定される。

南条小学校が改
かいちく

築される。

第１回町民祭り「坂城どんどん」が行われる。

坂城・村上小学校が改築される。

坂城小学校「緑
みどり

の少年団」を作る。

坂城町勤
きんろうしゃ

労者体育センター（武
ぶ

道
どう

館
かん

)が完成する。

1937　日中戦争が始まる。

1939　第二次世界大戦が始まる。

1941　太
たいへいよう

平洋戦争が始まる。

1945　広
ひろしま

島、長
ながさき

崎に原
げんばく

爆投
とう

下
か

。戦争が終わる。

 婦
ふ

人
じん

参
さんせいけん

政権の新
しんせんきょほう

選挙法が成
せいりつ

立する。

1946　日本国憲法が発
はっ

布
ぷ

される。

1947　学校教育法公布。6･3･3･4 制
せい

となる。

1951　日
にちべい

米安
あんぜん

全保
ほ

障
しょう

条
じょう

約
やく

を結
むす

ぶ。

1954　自
じ

衛
えい

隊
たい

ができる。

1956　国
こくれん

連に加
か

入
にゅう

する。

1957  NHK 長野放
ほうそうきょく

送局がテレビ放
ほうえい

映を開始

　　　する。

このころ急激に経済が成長する。

1962　�野尻湖
こ

底
てい

からナウマン象
ぞう

の化
か

石
せき

が発見

される。

1964　東
とうかいどう

海道新
しんかんせん

幹線が開通する。

 東京オリンピックが開
かいさい

催される。

　　

1965　松
まつしろ

代群
ぐんぱつ

発地
じ

震
しん

が発
はっせい

生する。

1968　「信濃の国」が県
けん

歌
か

に制定される。

1970　万
ばんこく

国博
はくらんかい

覧会が開催される。

1972  沖
おきなわ

縄が日本に返
へんかん

還される。

　　　札
さっぽろ

幌冬
とう

季
き

オリンピックが開催される。

1973　日中国
こっこう

交が正
せいじょう

常化
か

する。

1976　ロッキード事
じ

件
けん

が起こる。

1978　�新東京国
こくさい

際空
くうこう

港（成田空港)が開
かいこう

港する。

 日中平和友
ゆうこう

好条約を結ぶ。
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昭　
　

和　
　

時　
　

代

1982（昭和 57）

1983（昭和 58）

1984（昭和 59）

1985（昭和 60）

1987（昭和 61）

はにしな寮
りょう

が完成する。

県宝格致学校校舎移
い

築
ちく

・復
ふくげん

元が完成する。

坂城町役場が新庁舎として現
げんざい

在地
ち

に完成する。

鼠橋、笄
こうがい

橋
ばし

が架
か

け替
か

えられる。

町立図書館完成。町の花木、花、木が決まる。

中
なかじま

嶋延
のぶよし

好氏、青
あお

木
き

　固
かたし

氏、児
こ

玉
だま

三
さん

鈴
れい

氏、名誉町

民となる。

坂城大橋が開通する。

ディサービスセンターが開所する。

1983　裁
さいばん

判により、田中元
もと

首
しゅしょう

相有
ゆうざい

罪となる。

1988  リクルート事件が起こる。

平　
　
　
　
　

成　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　

代

1989（平
へいせい

成元）

1990（平成 2）

1991（平成 3）

1992（平成 4）

1993（平成 5）

1994（平成 6）

1995（平成 7）

1996（平成 8）

1997（平成 9）

1998（平成 10）

1999（平成 11）

2000（平成 12） 

2001（平成 13）

2002（平成 14）

2003（平成 15）

2004（平成 16）

2005（平成 17）

運動公園、わんぱく広
ひろ

場
ば

、シンフォニックヤー

ド、苅
がり

屋
や

原
はら

ミニパークが完成する。

和
わ

平
だいら

公園が完成する。

坂城中学校の改築を開始する。

さかき美
み

山
やま

園
えん

が開所する。

小
こ

山
やま

一
いっぺい

平氏、名誉町民となる。

開
かい

畝
ぜ

共
きょう

同
どう

作
さ

業
ぎょう

センターが開所する。

坂城中学校校舎棟
とう

が完成する。

坂城テクノセンターが完成する。

可
か

燃
ねん

ごみの指定袋
ぶくろ

制
せい

が始まる。

村上保
ほ

育
いく

園
えん

新
しん

園
えんしゃ

舎が完成する。

びんぐし公園が完成する。文化の館
やかた

が開
かいかん

館する。

消
しょうぼう

防坂城分
ぶんしょ

署 (後の坂城消防署 )が開署する。

青木下遺跡の発掘調査が行われる。

坂城中学校体育館が完成する。

しなの鉄道が開業する。

坂城町勤労者総合福祉センターが開所する。

パラリンピック冬
とう

季
き

大会に雪
せつじょう

上移
いどうしゃ

動車を寄
き

付
ふ

す

る。

図書館ネットワーク、エコールが稼
か

働
どう

する。

しなの鉄道テクノさかき駅が開業する。

大望橋開通式
しき

、坂城保育園改築工事が行われる。

鈴
すず

木
き

敏
としふみ

文氏、名誉町民となる。

坂城保育園改築工事が完成する。

葛尾組合に新しいごみ焼
しょうきゃく

却施設ができる。

びんぐし湯
ゆ

さん館
かん

がオープンする。

鉄
てつ

の展
てん

示
じ

館
かん

がオープンする。

紙
かみせい

製容
よう

器
き

包
ほうそう

装などごみの分
ぶんべつ

別収
しゅうしゅう

集始まる。

町内３小学校 130 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

事
じ

業
ぎょう

行われる。

鉄の展示館で「青い目の人形展」行われる。

鉄の展示館北側にコミュニティーセンターが完

成する。

新南条保育園が開園する。

坂木宿ふるさと歴史館が開館する。

1989　消
しょうひ

費税
ぜい

が導
どうにゅう

入される。

　　　このころバブル景
けい

気
き

が崩
ほうかい

壊する。

1992　�国
こくれん

連平
へい

和
わ

維
い じ

持活
かつどう

動 (PKO) 協
きょうりょく

力法
ほう

が成立

　　　する

1994　関
かんさい

西国際空港が開港する。

1995　阪
はんしん

神淡
あわ

路
じ

大震災が起こる。

1996　上
じょう

信
しんえつ

越自
じ ど う

動車
しゃどう

道が開通する。

1997　長野新幹線が開通する。

1998　�長野冬季オリンピック・パラリンピッ

ク冬季大会が開催される。

1999　�改
かいせい

正男女雇
こ

用
よう

機
き

会
かい

均
きんとうほう

等法が施
し

行
こう

され

る。　

2000　介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

が開始される。

2001　家
か

電
でん

リサイクル法
ほう

が施行される。

2004　新
にいがた

潟県
けん

中
ちゅう

越
えつ

地震が発生する。

2005　�スペシャルオリンピックスが長野県で

開催される。
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平　
　
　
　
　

成　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　

代

2006（平成 18）

2007 （平成 19）

2008（平成 20）

2009（平成 21）

2010（平成 22）

2011（平成 23）

2012（平成 24）

2013（平成 25）

2014（平成 26）

町合併 50周年を記念したタイムカプセルがびん

ぐしの里公園に設置される。

第１回ばら祭りが行われる。

南条小金管バンド部が全国大会で最
さいゆうしゅう

優秀賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

する。

地
ち

域
いき

密
みっちゃく

着福祉拠
きょてん

点「ぼだい桜
さくら

の杜
もり

」が開所する。

町民まつり「坂城どんどん」が 30周年を迎
むか

える。

坂城中学校国際交流村が開かれる。

３小学校の代
だい

表
ひょう

児
じ

童
どう

と中国上
しゃんはい

海市
し

嘉
か

定
てい

区
く

実
じっけん

験小

学校の児童との交流が始まる。

南条小金管バンド部が全国大会で金賞を受賞す

る。

町
ちょうえい

営住
じゅうたく

宅中之条団
だん

地
ち

全
ぜんとう

棟が完成する。

全国ばらサミットが坂城町で開催される。

全国辛
から

味
み

大
だい

根
こん

フォーラムが開催される。

南条小金管バンド部が全国大会で金賞を受賞す

る。

埼
さいたま

玉工
こうぎょう

業大学との連
れんけい

携協
きょうてい

定が結ばれる。

食
しょく

育
いく

・学校給食センターが完成する。

坂城 WAZA パワーアップ事業の一
いっかん

環として坂城中

学校で「ものづくり教育」が行われる。

さかき地
じ ば

場産
さん

直
ちょく

売
ばい

所
じょ

「あいさい」がオープンする。

坂城びんぐしの里薪
たきぎ

能
のう

が行われる。

坂城中学校開校 50周年記念式
しきてん

典が行われる。

ねずみ大根マスコットキャラクター「ねずこん」

が誕
たんじょう

生する。　

イトーヨーカ堂
どう

とセブンイレブン・ジャパンの移
い

動
どう

販
はんばい

売が開始される。

びんぐし湯さん館が 10周年リニューアルオープ

ンする。

３小学校に東京都の学
がくどう

童疎
そ

開
かい

者
しゃ

が訪
ほうもん

問し、交流

会開催。記
き

念
ねん

碑
ひ

の除
じょまくしき

幕式が行われる。

南条小金管バンド部が全国大会で金賞を受賞す

る。

村上小学校の耐
たいしん

震改
かいしゅう

修工事が完了する。

坂城駅前に 169 系
けい

S51 編
へんせい

成車
しゃりょう

両が展示される。

第１回「ふーど市」が開催される。

「坂城町の歌」と「ねずこんの歌」ができる。

坂城駅にエレベーターが設置される。

南条小学校の改築工事が始まる。

坂城テクノセンターで「さかきものづくり展」

が開催される。

2006　東
とう

京
きょう

三
みつびし

菱銀
ぎんこう

行と UFJ 銀行が合併し、三

菱東京 UFJ 銀行が発足する。

2007　日本郵
ゆうせい

政公
こうしゃ

社が解
かい

散
さん

し、日本郵政株
かぶしき

式会

　　　社が発足する。

 �京
きょう

都
と

大学の山
やまなか

中伸
しん

弥
や

教
きょう

授
じゅ

が、iPS 細
さい

胞
ぼう

の作
さくせい

成に成功する。

�  �中部地方で能
の と

登半
はんとう

島地震・新潟県中越
えつ

沖
おき

地震が発生する。

2008  �日本人としては史
し

上
じょう

最
さい

多
た

の４人がノー

ベル賞を受賞する。

 リーマンショックが起こる。

2009  �民
みんしゅ

主・社
しゃ

民
みん

・国
こくみん

民の３党
とう

による内
ないかく

閣が

成立する。

2010　�はやぶさ ( 探
たん

査
さ

機
き

) が小
しょう

惑
わくせい

星イトカワ

から地
ち

球
きゅう

へ帰
き

還
かん

する。

2011  �東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）

が発生する。

� �地震と津
つ

波
なみ

により福
ふくしま

島第
だい

一原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

事
じ こ

故が発生する。

 長野県北
ほく

部
ぶ

大
おお

地
じ

震
しん

が発生する。

 �テレビのアナログ放送が終了し、デジ 

タル放送へ切り替
か

わる。

2012  �国内で 25年ぶりとなる金
きんかん

環日
にっしょく

食が起こ

る。

　　  東京スカイツリーが開業する。

2013  『和
わ

食
しょく

　日本人の伝
でんとうてき

統的な食
しょく

文
ぶん

化
か

』が

　　  無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

される。

2014  �関
かんとう

東甲
こう

信
しん

地方を中心に２月に記
きろくてき

録的な

大雪が降
ふ

る。

 消費税が５％から８％に増
ぞうぜい

税される。

 リニア中
ちゅう

央
おう

新幹線が着
ちゃっこう

工される。
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平　
　
　
　
　

成　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　

代

2015（平成 27）

2016（平成 28）

2017（平成 29）

2018（平成 30）

坂城町が「すぐメール」を開始する。

村上・坂城小学校 140 周年記念事業を行う。

金
かなざわ

沢工
こうぎょう

業大学と町、さかきテクノセンター、テ

クノハート坂城協
きょうどう

同組合が連携協定を結ぶ。

南条小学校 新校舎はじまりの会が行われる。

町内高
こうこうせい

校生のタイ国
こく

研
けんしゅう

修が実施される。

信州大学と町との連携・協
きょうどう

働に関
かん

する協定が

締
ていけつ

結される。

南条小学校の改築工事が完
かんりょう

了し、竣工式と記念

コンサートが行われる。

坂城小学校のみどりの少年団が全国植樹祭に参

加する。

�同学
がく

有
ゆう

林
りん

運
うんえい

営委
い

員
いん

会
かい

がみどりの活
かつよう

用部門で県
けん

知
ち じ

事賞
しょう

を受賞する。

南条小学校が 140 周年・改築記念式典を行う。

坂城小学校が学有林 50 周年記念行事を行う。

有
ゆうせん

線放
ほうそう

送電
でん

話
わ

の通
つう

話
わ

機
き

能
のう

の運
うんよう

用が終わる。

びんぐしの里公園屋
おくがい

外ステージ「びんぐしわく

わくステージ」が完成する。

南条小金管バンド部が全国大会で金賞を受賞す

る。

坂城町教
きょういく

育委員会がキャリア教育で文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だいじん

臣賞
しょう

を受賞する。

役場庁
ちょうしゃ

舎に再
さいせい

生可
か

能
のう

エネルギー（太
たいようこう

陽光）発
はつでん

電

設
せ つ び

備が導入される。

南条児
じ

童
どう

館
かん

が完成する。

有線放送電話運用が終了し、防
ぼうさい

災行
ぎょう

政
せい

無
む

線
せん

の運

用が開始される。

　

2015  安全保障関
かんれん

連法
ほうあん

案が可
か

決
けつ

される。

2016  熊
くまもと

本地震が発生する。

 北
ほっかいどう

海道新幹線が開業する。

 �アメリカのオバマ大
だいとうりょう

統領が広島を訪問

する。

2017  �前年から続
つづ

く築
つき

地
じ

市
し

場
じょう

の豊
とよ

洲
す

移
い

転
てん

問
もん

題
だい

  

で、移転が決
けってい

定する。

 トランプ米大統領の初
はつ

訪
ほうにち

日。

2018  平
ピョン

昌
チャン

オリンピックで日本は冬
とう

季
き

最多

13 メダル。

 西日本豪
ごう

雨
う

で死
し

者
しゃ

が 220 人を超
こ

える。

2019　平成の天皇陛
へい

下
か

が退
たい

位
い

。

令　
　
　
　
　

和　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　

代

2019（令
れい

和
わ

元）

2020（令和 2）

町内小・中学校普
ふ

通
つう

教
きょう

室
しつ

にエアコンが整
せ い び

備され

る。

台風 19 号の影
えいきょう

響により町内でも多数の被
ひ

害
がい

が

出る。

竹内明
あき

雄
お

氏、名誉町民となる。

南条小金管バンド部が全国大会で金賞を受賞す

る。

新型コロナウイルス感
かんせん

染拡
かく

大
だい

防
ぼう

止
し

のため、小中

学校、高校が長期間一
いっせい

斉臨
りん

時
じ

休
きゅう

業
ぎょう

となる。

新型コロナウイルス感染症関
かんれん

連の各
かくしゅ

種支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

が実施される。

県内初の犯
はんざい

罪被
ひ

害
がい

者
しゃ

等
とう

支援条
じょう

例
れい

が制
せいてい

定される。

さかきモノづくり展がオンラインで開催。

高
たか

見
み

澤
さわ

　正
ただし

氏、名誉町民となる。

2019  �新たに皇
こうたい

太子
し

が天皇に即位。令和の時

代となる。

 消費税率
りつ

10％がスタートする。

�東日本で台風大雨の被
ひ

害
がい

、死者が相次
つ

ぐ。県内でも大きな被害が出る。

 沖縄・首
しゅ

里
り

城
じょう

が焼失する。

2020　�新型コロナウイルの感染が拡大し、　

緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

宣
せんげん

言が出される。

東京オリンピック・パラリンピックが　

１年延
えん

期
き

となる。

 緊急経済対策が実施される。


